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購鱗地学と切手

施メルｰン火山

鳩82隼噴火靭手

P.Q､

西アフリカではチャド湖付近からガルフ湾の海中

にかけて北北東一南南西方向に,約1,000㎞以上に

わたってカメルｰン火山列が並んでいる.この火山

湖は前カンブリア時代の基盤岩を大構造に無関係

に切っている.火山活動は30Ma前位に開始された

が,一方,この地域は35-65Maの年代を示す花筒

岩や閃長岩の環状岩体が大量にみられるので,カメ

ルｰン火山列は第三紀初頭から現在まで活発な火

山活動が続いていたと言うことになる.最近でも,

1982年のカメルｰン火山の噴火,1986年のニオス

湖の炭酸ガスの大量噴出と話題が多い.

カメルｰン火山は丁度火山列のガルフ湾に接した

ところにある.山体は白亜紀層と第三紀層を基盤

とする成層火山で,基底部は50kmX35kmの楕円

形を示す.最高点は約4,070mである.海抜800mま

では低平で熱帯樹林に覆われる.2,400mあるいは

3,000mまでは少し急になり,谷によって刻まれてい

る.2,800mから3,100mまでは多くの溶岩からなり,

平である.4,000mまでは急な山容の寄生火山や火

口がみられ,最高4,070mのサブ･アクチクと言わ

れるFakoである.海抜3,O00mまでの山体の活動は

簾三紀と考えられている.100以上の円錘体のない

火口や,比高10～200mの火山錐が,山頂部から山

腹,山麓にあるが,ほとんどが北東一南西方向に配

列している.注目すべきは海抜2,875mあたりで内

約1kmの溶岩で埋められた凹地があり,溶岩は南

共

西山腹に流下している.

噴火活動は紀元前5世紀頃にもあったらしいが,

19世紀にも何回か記録され,1909年と1922年には

寄生火口で爆発的活動があり,噴石丘が形成され,

溶岩も流出した.活動はアルカリ玄武岩である.

1982年の噴火は南西山腹で10月16日から11月12

日まで続いた.活動は海抜2,800mのところで起り,

以前に存在していた火山錐の火口を切った裂が噴火

だったが,新しい火山錐は作らなかった.溶岩は約

12km流下した.

噴火の最中には観察は行われず,調査は1983年

の初めに行われた.まとめてみると,噴煙は約

1.5km上空に達し,火口から0.5kmのところで計測

された放出岩塊の最大10コの平均は500kg,0.01m

の厚さの放出物により覆われた面積は5.0㎞2,放出

物の量は5×105m3である.火山泥流を作った構成

物は大部分は既存の岩塊であった.溶岩はアア溶岩

で,平均厚さは30m,噴出源から1km地点で

1,070℃,S102μ%のアルカリ玄武岩だった.地形変

化としては開口割れ目が生じた.損害は無し,溶岩

流の長さは12-13㎞,末端部は海抜約1,200mであ

る.
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